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第４回活動 茶臼岳登山と温泉 ３回目

集合写真を撮ろうとしても「なんか、真っ白だよ？」と

カメラマンは言う。

１９１５㍍の頂上は、厚い雲と雨・風。

全身ずぶぬれになって、山麓駅に戻る。

唯一の慰めは、

イワカガミがピンクの花を咲かせていたことだった。

冷えた体に、温泉は最高！

硫黄分を含んだ温泉は、至福の一時！

１，日 時：２０２５年６月１４（土）～１５（日）

２，天 気：１日目・・・雨、風 気温 頂上１１℃

２日目・・・雨、曇り、後晴れ（９時３０分には上がってきた）

３，場 所：茶臼岳１９１５㍍

温泉・共同浴場「滝之湯」

宿 ・民宿松葉 那須塩原湯本１３０－７

℡０２８７－７６－３４３４

１１月３日をもって廃業

４，集 合：ロープウエー山麓駅

５，参加者：総数１４ 内訳 大人 ９ 車 参加・・・５名

小学 ２ 電車参加・・・９名

スタッフ ３

６，活動の様子

１回目は、青空の中を「暑い！」と贅沢を言いながら三斗小屋温泉まで歩いた。

２回目は、時々小雨の中を頂上まで登った。

そして３回目、厚い雲と雨・風の中を、なんとか頂上まで登り、もやのかかった集

合写真。往復２時間、雨の中の苦行山行になってしまった。

2025 年度

No.４

2025.06.14～15

『 人も 自然も みんな友だち 』
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○ 一目瞭然茶臼岳へのルート
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○ ２日目の活動（６月１５日）

＊ ９３０・・・松葉の前で記念写真。

「おはよう！」とウグイスが啼く。

途中の「ほりこし旅館」の窓から、山岸家族が顔をだす。

＊ １０３０・・・殺生石

大きな石が３つに割れたという。その２つにしめ縄が

はられている。

・芭蕉の句碑がある。

「石の香や夏草赤く露あつし」

芭蕉は、殺生石を見たく、馬できた。その光景を「殺生石は温

泉（いでゆ）の出る山陰にあり。石の毒気にいまだほろびず、

蜂・蝶のたぐい真砂へ色の見えぬほど、かさなり死す」と記す。

・温泉（ゆせん）神社

境内のツツジの木にアオダイショウを発見。ガイドのおばさん

は、「あら、いいことがありますよ」と、笑顔で言う。

霊水がコンコンと流れ落ちている。「コーヒー用に」と、ペッ

トボトルに２本、いただく。

＊ １１００・・・バス停

発車は４０分なので、「それまで冷たいものを」と、近くのお店

に入る。「苦味がウマイ！」

＊ １１４０・・・バスに揺られている間、だんだんと青空が広がってくる。

「昨日が、この天気だったらなー」と、一抹の悔恨。

高松さんのアクシデントはありましたが、みんなで頂上まで登り、温泉に浸かり、

宿でゆっくりと食事をしたり語り合えたことが、なによりの財産になりました。

ご協力、ありがとうございました。

＊追記：ヒヤリハット！

・視界の効かない山道では、安全のために一列歩行が最優先です。元気いっ

ぱいで早く歩けても、回りの様子を見ながら歩調をあわせたいですね。

・２時間のびしょぬれは、体温低下の要因になりますね。濡れたものはすぐ

に着替えることが必須です。雨具の防水も、忘れずにしておく事が大切。

７，ふり返りの感想

○ と山と下ざんで、

風と雨が多くて、

大へんだったけど、

たのしかったです。

かしわざき小３年

○ 風とか雨で、山のぼりがつらかったです。

おんせんで、たのしかったです。

鹿浜五色桜小２年
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○ 久しぶりの、のらえもんでした。

２度目の茶臼岳、やっぱりのらえもんの天気で、なつかしかったです。

温泉、とても良かったです！

山登り 疲れとるのは 温泉で

○ 楽しみにしていた登山。

入念に準備を重ねて出発したのですが、家を出て最寄りの駅直前で転倒し、残念

なことに。

この経験が、笑い話になることを願います。

温泉は、とても良かったです。

雨の中の登山、ご苦労様でした。（ロープウエー山麓駅で待機していてくれました）

気持ちだけ 若いつもりは きけんだな

雨登山 想像するだけ 那須の山

○ 自然に癒されたく、参加させて頂きました。

天気は残念でしたが、自然を十分に肌で感じることができました。

初めてお会いする方たちと登山・食事と、新鮮な経験ができてリフレッシュでき

ました。ありがとうございました。

登山かと 思ってきたら 雨修行

○ 悪天候の中、茶臼岳に登る貴重な体験ができました。

雨音と川のせせらぎ、朝はウグイスのさえずりで目が覚め、自然の中にある音に

いやされました。

水も野菜もおいしく、日常からはなれて、良い気分転換が出来ました。

暴風雨 山登りでも みな笑顔

雲の中に 行ってきたよ 茶臼岳

○ 朝の遅刻から始まり、大変ご迷惑をおかけしすみませんでした。

バス停で合流でき、ホッとしました。

雨の中の山登りは、ころんではいけないと緊張の連続でしたが、頂上に着くと、

やはりうれしい気持ちと達成感でいっぱいでした。

宿に着いてからの温泉と食事、皆さまとの語らいは楽しく、良い時間を過ごさせ

て頂き、ありがとうございました。

宿から聞こえるウグイスの声が、とても癒されました。

雨あしが 強まりつつも うぐいすの声

雨音と うぐいすの声 コラボする

夕食が 上げ膳据え膳 幸せかな

○もやかかり記念写真は形だけ二年連続雨の茶臼

○豆苗の二度目の利用話題にしビールを飲むこの仲間が好き 古高 利男


